
第６学年 国語科学習指導案

日 時 平成 16 年 10 月 22 日（金）5 校時

児 童 男子 3 名 女子 9 名 計 12 名

授業者 佐藤 さくら

1 単元名「話し合って考えを深め、意見文にまとめよう」

教材名「二つの意見から」

2 単元設定の理由

（1）単元について

第 5 学年及び第 6 学年の「話すこと・聞くこと」の目標は、「目的や意図に応じ、考えた事や伝えた

い事などを的確に話すことや相手の意図をつかみながら聞くことができるようにするとともに、計画的

に話し合おうとする態度を育てる」ことである。また、それらの能力を高めるために、（ア）考えたこ

とや自分の意図がわかるように話の組立てを工夫しながら、目的や場に応じた適切な言葉遣いで話すこ

と、（イ）話し手の意図を考えながら話の内容を聞くこと、（ウ）自分の立場や意図をはっきりさせなが

ら、計画的に話し合うことの内容について指導することになっている。

本単元は、異なる立場どうしの話し合いを通して、自分の考えを広げたり、深めたりして、さらに書

く活動を通して自分の考えを確かなものにすることをねらいとしている。本単元のようにあえて反対の

立場や判断を留保した立場の相手と意見や理由を交流し、自分自身の意見のもとになった理由を再検討

する機会をもたせることは、意見をより説得力あるものにするためには欠かせないことである。また、

自分自身の意見に対立する考え方とその理由について考え、自分の立てた理由を再検討することは今後

意見文を書く際にも重要な学習であると考える。

（2）児童について

児童はこれまで話し合いの際の態度と技能に関わる学習として、上巻では「『聞く』ということ」「学

級討論会をしよう」を経験してきている。「学級討論会をしよう」では、自分と異なる立場の話し手の

意見を聞きながら、話の内容を聞いて判断したり、自分の立場を明確にして説得力ある発言をする学習

を経験してきた。また、5 年生以降で学習したレポートやガイドブック、新聞記事など広く発信するこ

とを前提とした文章では、事実と感想や意見とを区別して書くことについても学習してきている。

日常の活動では朝の会でめあてを決め、自由な題材で輪番制のスピーチを行っている。全体的に話す

ことに意欲的で、授業中にも積極的に手を挙げて発言する児童が多い。また、目的や場に応じた言葉遣

いで話したり、話し手の話を聞き質問したり感想を述べたりすることができる。さらに、毎日、日記を

書くことに取り組んでいるため文章を書くことに抵抗をもたない児童がほとんどである。しかし、事実

と意見を区別し、必要に応じて詳しく書いたり簡潔に書いたりするということや、相手の意図を考えな

がら話を聞き、自分の意見と比較して考えるという点はまだ不十分である。

そこで、本単元では異なる立場どうしの話し合い（討論会）を通して自分の考えを深め、さらに文章

にまとめることで自分の意見を確かなものにしていきたい。

（3）指導にあたって

学習を進めるにあたっては「学級討論会をしよう」での学習を振り返り、討論会の目的や話し合いの



仕方を確認する。それから、教材文より対立する二つの意見を示し、片仮名の言葉の使用をめぐってど

のような立場から意見を述べているかを把握させ、同じ事柄でも人によって、感じ方や見方が異なるこ

とをつかませる。その後、二つ以上の異なる意見が予想されるテーマを提示し、自分はどう思うかと考

えさせていき、各自の意見を支える調べ活動を行い、それをもとに討論会を開いて意見を交流させる。

さらに討論会での話し合いをもとに意見文に自分の意見をまとめることで一人一人の意見をより深い

ものにしていく。児童は「学級討論会をしよう」において自分の立場を明確にして説得力ある発言をす

る学習を経験してきた。今回は前回の学習を踏まえ、話し合って自分の考えを深め、意見文にまとめる

ことで自分の考えをより確かなものにする経験を深めさせていきたい。

3 単元の目標

◎ 調べたことをもとに、自分の立場をはっきりさせて討論をすることができる。

◎ 討論会で深まった自分の意見を文章にまとめることができる。

＜関心・意欲・態度＞

・ 題材についていろいろな角度から考え、討論したり意見文を書いたりしようとする。 
＜話すこと・聞くこと＞

・ 調べたことをもとに、自分の意見が聞き手に分かるように、話の組立てを工夫し発表することが

できる。（話・聞ア） 
・ 発表者の立場・意見を考えながら、話の内容を聞くことができる。（話・聞イ） 
・ 自分の立場を明確にして、討論会に参加することができる。（話・聞ウ） 
＜書くこと＞

・ 自分の考えを明確に表現するために、文章全体の組立ての効果を考えることができる。（書ウ） 
・ 事実と意見を区別し、必要に応じて詳しく書いたり簡潔に書いたりすることができる。（書エ） 
＜言語事項＞

・ 毎日の生活の中で言葉に関わる問題に興味・関心をもち、自分なりの意見をもつことができる。

（言語ウ（エ））



4 単元の指導計画（11 時間扱い）

評価規準

時 目標 学習内容・活動 関心・意欲・態度 話す・聞く 書くこと 言語事項

手だて

＜言語意識＞

① ○「話し合って

考えを深め、意

見文をまとめ

る」という学習

の目的を理解

することがで

きる。

・友だちと意見を

交換し、考えが深

まった例を話し合

う。また、教材文

を読み、二つの意

見の違いを理解

し、自分の意見や

感想を述べ合う。 

・討論会の

目 的 に つ

い て 考 え

よ う と し

ている。

・二つの

意見の違

いを理解

し、自分

の感想や

意見をま

とめてい

る。 

・言葉に

かかわる

問題に興

味・関心

をもち、

自分なり

の意見を

もってい

る。 

・二つの

意見を整

理し、違

いに気付

くことが

できるよ

う に す

る。 
☆目的意識

つ

か

む

② ○ 資 料 を 分

類・整理するポ

イントを理解

することがで

きる。

・教材文を読み、

持ち寄った資料の

分類・整理の仕方

を理解する。

・資料を分

類・整理す

る ポ イ ン

トを知り、

調 べ 活 動

に 生 か そ

うとする。

・具体的

な観点を

決め資料

を分類・

整理する

必要性に

気付く。

・言葉に

かかわる

問題に興

味・関心

をもち、

自分なり

の意見を

もってい

る。 

・自分の

考えの根

拠を明ら

かにする

ことで説

得力が生

まれるこ

とに気付

かせる。

☆目的意識

③ ○自分の立場

や考えを明確

にできる。

・テーマに沿い、

自分の考えを明ら

かにする。

・テーマに

沿い、自分

の 考 え を

整 理 し な

が ら ま と

め よ う と

している。

・自分の

立場や考

えを整理

し、学習

シートに

まとめて

いる。

・自分の

考えを整

理 さ せ

る。 
☆目的意識

ふ

か

め

る

④ ○必要な資料

を準備し、自分

の考えの根拠

を明確にする

ことができる。

・収集した資料を

分類・整理し、問

題に対する自分の

考えを明らかにす

る。 

・調べる観

点 を 決 め

て、資料を

分類・整理

し よ う と

している。

・自分の考

え の 根 拠

を 明 確 に

している。

・自分の

考えを明

確にする

ために、

調べる際

の具体的

な観点を

決めさせ

る。 
☆目的意識



⑤ ○討論会の進

め方や役割分

担を確認し、討

論会の概略を

つかむことが

できる。

・教材文や教材 CD
を活用し、討論会

の進め方や役割分

担を理解する。

・討論会の

目 的 や 方

法 を 考 え

よ う と し

ている。

・話し合い

の 進 め 方

や 話 し 方

の 工 夫 に

気 付 く こ

と が で き

る。 

・「学級討

論会をし

よう」の

学習を想

起させ、

進行や役

割分担を

確認させ

る。 
☆相手意識

⑥ ○考えを整理

し、自分の立場

や意見を明確

にすることが

できる。

・討論会シートに

自分の立場や理由

をまとめ、グルー

プ分けをする。

・自分の考

え を 整 理

し、討論会

シ ー ト に

ま と め よ

う と し て

いる。

・根拠を明

確にし、自

分 の 立 場

や 意 見 を

討 論 会 シ

ー ト に ま

と め て い

る。

・討論会

シートに

自分の立

場 や 考

え、理由

を記入さ

せるとと

もに、反

対の立場

からも自

分の意見

をとらえ

させ、自

分の考え

を深めさ

せる。

☆相手意識

⑦

本

時

○調べたこと

をもとに、自分

の立場や意見

を明確にして

討論をし、自己

評価、相互評価

を通して、自分

の考えを深め

ることができ

る。 

・討論会をし、自

己評価、相互評価

をする。

・自分の意

見 を 進 ん

で発表し、

話 し 合 い

に 参 加 し

よ う と し

ている。

・自分の立

場 や 意 見

を 明 確 に

し て 話 し

合 う こ と

ができる。

・自分と友

だ ち の 意

見 を 比 べ

な が ら 聞

き、自分の

考 え を 深

め よ う と

・話し合

いの様子

を メ モ

し、評価

や自分の

考えを深

めること

に生かす

ようにさ

せる。

☆目的意識



している。

⑧ ○討論会を生

かした意見文

の書き方を理

解することが

できる。

・教材文を読み、

意見文の書き方を

理解し、文の構成

を考える。

・討論会シ

ー ト や 調

査 結 果 を

もとに、組

立 て メ モ

を 作 成 し

よ う と し

ている。

・討論会

での話し

合いをど

のように

意見文に

生かして

いるか気

付くこと

が で き

る。 

・自分の

考えを明

確に表現

するため

に、文の

構成を工

夫してい

る。 

・自分の

意見や調

査結果、

友だちの

意見など

を記入で

きる用紙

を準備す

る。 
☆目的意識

⑨ ○討論会で深

まった自分の

意見を文章に

まとめること

ができる。

・自分の意見を整

理して、意見文を

書く。 

・組立てメ

モ を 活 用

し 意 見 文

に ま と め

よ う と し

ている。

・討論会

を生かし

て、意見

文を書く

ことがで

きる。

・自分の

考えを明

確に表現

するため

に、文の

構成を工

夫してい

る。 

・組立て

メモを活

用できる

ようにさ

せる。

☆目的意識

⑩ ○意見文を読

み合い自己評

価、相互評価を

し、今後の書く

ことへのめあ

てをもつこと

ができる。

・意見文を推敲す

るとともに、互い

に意見文を読み合

い自己評価、相互

評価をする。

・互いの意

見 文 の よ

さ を 理 解

し よ う と

している。

・意見文

を読み合

い、互い

のよい点

に気付く

ことがで

きる。

・評価シ

ートを準

備し、相

互によい

点を助言

ができる

ようにす

る。 
☆評価意識

ま

と

め

る

⑪ ○自分たちの

ものの考え方

や判断のしか

たについて考

えることがで

きる。

・学習の振り返り

をする。教材文を

読み、自分たちの

ものの考え方や判

断のしかたについ

て発表し合う。 

・自分の生

活 や 行 動

と 結 び つ

け て 考 え

よ う と し

ている。

・何かを

考 え た

り、判断

したりす

るときの

例 を 挙

げ、意見

や感想を

持ちやす

くする。

☆目的意識



5 本時の指導（7／11）
（1）目標

○ 調べたことをもとに、自分の立場や意見を明確にして討論をすることができる。（話・聞ウ）

○ 自分の意見を進んで発表し、話し合いに参加しようとしている。（関心・意欲・態度）

（2）授業仮説

○ 議題に沿い、自分の立場や意見をはっきりさせて話し合いをし、自己評価、相互評価をしてい

けば、自分の考えをより深めることができるのではないか。（研究仮説１）

（3）本時における評価規準

○ 話し合いの活動における評価の観点を理解して評価を行い、自分の考えに取り入れている。

（4）展開

段階 学習活動 支援と指導上の留意点 具体的評価規準と手だて

つ

か

む

5
分

1 前時の学習を想起する。

・ 話し合いの目的や進め

方、ポイント、テーマを確

認する。

2 学習課題をつかむ。

・ 話し合いの目的や進め方、

ポイント、テーマを確認す

る。 

ふ

か

め

る

30 
分

3 討論会をする。

ア 議題の確認

イ 代表者の発表

賛成

反対

どちらともいえない

ウ 質疑・応答

エ 全体討論

4 本時の討論会を振り返り、

自己評価、相互評価をす

る。 

・ 討論会の流れや分かりや

すい発言の仕方を提示する

とともに、司会者に台本を

渡し、話し合いやすくする。

・ 話し合いの際には、具体

的な理由や根拠を明らかに

させる。

・ 共通点や相違点はどこか

を比べながら聞かせる。

・ 友だちの発言のポイント

や重点を簡潔にまとめてメ

モをさせる。

・ 話し合いでよかった点や

考えが深まった点を発表で

きるようにさせる。

A 調べたことをもとに、自分

の立場や意見を明確にして

進んで話し合いに参加して

いる。 
B 賛成、反対、どちらでもな

いなど自分の立場をはっき

りさせ、調べた資料の結果を

もとに自分の意見を話して

いる。

達成不十分な子どもへの手だて

調べたことをもとに自分の

考えを整理して話し合えるよ

うに助言する。

（ワークシート、発言）

話し合って考えを深めよう。

＜役割分担＞

・ 司会者 1 名

・ 賛成 2 名

・ 反対 2 名

・ どちらともいえない

2 名

・ 参観者 5 名



・ 気付かなかった点は教師

の評価を通して気付かせ

る。 
・ 評価をもとに今後の学習

のめあてを決めさせる。

ま

と

め

る

10
分

5 学習の振り返りをする。

・ 本時の学習の感想や今後

のめあてを発表する。

・ 話し合いでよかった点や

考えが深まった点を発表さ

せることで今後の学習の意

欲につなげる。

6 本時の評価

○ 調べたことをもとに、自分の立場や意見を明確にして討論をし、自己評価、相互評価を通して、

自分の考えを深めることができたか。（話・聞ウ）

○ 自分の意見を進んで発表し、話し合いに参加しようとしていたか。（関心・意欲・態度）


